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今
年
の
夢

「
申
酉
さ
わ
ぐ
」
の
格

言
も
あ
り
、ト
リ
は
「
あ

わ
た
だ
し
さ
」
を
象
徴
し
て
い
る

よ
う
で
す
。今
年
は
変
化
の
年
に
・・・・

●
退
職
者
会
の
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
善

●
非
正
規
差
別
の
廃
止

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
基
地
撤
去

●
戦
争
法
廃
止
と
安
倍
内
閣
退
陣

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

明けまして
おめでとうございます

２０１7年

上野公園歴史散歩・西郷銅像前
（2016 年 10 月フィールドワーク）

愛鷹山・越前岳より富士山
（五〇銭紙幣のデザイン）
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会
員
な
ら
び
に
家
族
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
も
、
一
昨
年
同
様
、
安
倍

政
治
と
の
対
決
に
明
け
、
暮
れ
ま

し
た
。
戦
争
法
の
実
態
化
を
進
め

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
た
な
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
安
倍
政
権
は
、
安
全
保

障
関
連
法
案
に
基
づ
く
「
駆
け
つ

け
警
護
」
を
付
与
し
た
自
衛
隊
の

南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
派
遣
、
福
島
第

一
原
発
の
事
故
が
ま
る
で
無
か
っ

る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
「
駆
け
つ
け
警
護
」

付
与
、
福
島
の
原
発
事
故
被
災
者

切
捨
て
と
原
発
再
稼
働
、
国
会
の

審
議
で
は
反
対
意
見
を
全
く
聞
こ

う
と
し
な
い
傲
慢
な
態
度
に
終
始

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
年
金
法
の
強
行
採

決
に
次
ぐ
強
行
採
決
な
ど
、
国
会

を
軽
視
し
国
民
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
安
倍
政
治
を
断
じ
て
許
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、
依
然

高
い
支
持
率
を
保
持
し
て
お
り
、

昨
年
の
参
議
院
選
で
改
憲
勢
力
が

衆
参
両
院
と
も
３
分
の
２
を
超
え
、

憲
法
改
悪
の
危
険
性
は
現
実
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
、
ア

メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
現
象
な
ど
、

資
本
主
義
社
会
の
歪
み
が
顕
著
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
逆
境
は
む
し

ろ
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
こ
そ
、
安

倍
政
治
を
終
ら
せ
る
と
き
が
巡
っ

て
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
、
前
会
計
の
宮
三
郎
さ
ん
、

野
住
百
合
子
さ
ん
、
上
村
誠
一
さ

ん
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
退
職
者
・
高
齢
者
の

運
動
と
と
も
に
、「
現
・
退
一
致
」

の
立
場
か
ら
、
反
戦
平
和
、
脱
原

発
な
ど
市
民
的
課
題
や
、
非
正
規
・

労
働
争
議
支
援
の
取
組
み
を
進
め
、

現
役
世
代
の
応
援
団
と
し
て
、
東

京
清
掃
と
の
協
力
を
さ
ら
に
強
め

ま
す
。
ま
た
、
会
員
が
楽
し
め
る

行
事
を
数
多
く
企
画
し
、
会
の
強

化
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
か
の
よ
う
に
進
め
る
原
発
再
稼

動
、
老
後
の
生
活
を
圧
迫
す
る
年

金
法
改
悪
と
、
市
民
の
生
命
と
生

活
を
軽
ん
じ
る
政
治
を
進
め
て
い

ま
す
。そ
う
し
た
中
、「
反
戦
・
平
和
」

「
人
権
」「
社
会
保
障
」
な
ど
生
命

と
生
活
を
守
る
闘
い
に
奮
闘
さ
れ

る
退
職
者
会
の
皆
さ
ん
の
活
動
に

心
か
ら
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
の
将
来
を
左
右
す
る
選
挙

と
い
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
で
、

与
党
が
過
半
数
を
維
持
し
、
改
憲

勢
力
が
三
分
の
二
の
勢
力
と
な
る

極
め
て
厳
し
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
福
島
、
沖
縄
で
は
、

現
職
の
自
民
党
の
大
臣
が
落
選
を

す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
、
原
発
、

基
地
問
題
と
い
っ
た
争
点
が
は
っ

き
り
し
た
地
域
で
は
安
部
政
治
に

NO
が
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
市

民
の
声
を
聞
か
ず
暴
走
を
続
け
る

安
倍
政
治
の
本
質
を
暴
き
、
真
の

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
運
動
の

広
が
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
方
の
予
想

を
裏
切
り
、
排
外
主
義
、
差
別
発

言
を
繰
り
返
す
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
氏
が
次
期
大
統
領
に
決
ま
り

ま
し
た
。
時
代
は
大
き
な
転
換
点

を
迎
え
て
い
ま
す
。
平
和
で
誰
も

が
等
し
く
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
東
京
清
掃
も
退
職

者
会
の
皆
様
に
負
け
な
い
よ
う
全

力
で
運
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
退
職
者
会
の
皆
様
と

ご
家
族
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

平
和
で
安
全
・
安
心
の

　

社
会
の
実
現
を
！

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

桐　
田　

達　
也

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　

庄　
司　

隆　
男

「
現
・
退
一
致
」
の
運
動
で

　

安
倍
の
退
陣
を
！
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新春の集い
●日　時　１月21日（土）

　12 時 30 分集合
　12 時 45 分開催

●場　所　小石川後楽園涵徳亭
●参加費　3,000 円
※参加連絡はまだ間に合います。

演芸を楽しむ会
●日　時　３月６日（月）

　12 時 30 分集合
　13 時開演

●出し物　国立演芸場３月上席
●参加費　500 円（昼食・飲物は各自負担）
●募　集　参加募集を始めました。
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(3)
後
期
高
齢
者

医
療
・
介
護
抑
制
法
案
と
の
対
決
を
！

（
法
案
は
１
月
末
開
会
予
定
の
国
会
に
上
程
）

医
療
保
険
料　

▽
軽
減
特
例
を
段

階
的
に
解
消
＝
保
険
料
引
上
げ

　

軽
減
特
例
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
批
判
を
そ
ら
す
た
め
、

整
合
性
や
平
等
性
を
無
視
し
て
設

定
し
た
姑
息
な
特
例
で
す
。
制
度

自
体
を
廃
止
す
べ
き
で
す
。

(4)
医
療
保
険
制
度
の
補
足
給
付
要

件
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

▽
所
得
の
み
で
な
く
金
融
資
産（
預

金
）
も
勘
案
し
本
人
負
担
を
算
定

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
悪
用
は
許
せ

ま
せ
ん
。

　

安
倍
政
権
は
、社
会
保
障
の
「
給

付
抑
制
と
負
担
増
」
の
方
向
に
つ

い
て
閣
議
決
定
し
、
社
会
保
障
審

議
会
に
追
認
を
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

　

政
府
方
針
の
基
本
的
考
え
方
は
、

社
会
保
障
費
の
伸
び
を
①
高
齢
化

に
よ
る
増
加
分
の
年
間
５
千
億
円
、

②
消
費
税
10
％
引
上
げ
時
に
施
行

予
定
の
経
費
（
低
年
金
者
へ
の
福

祉
的
給
付
等
）
相
当
の
水
準
に
抑

制
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
要
す

る
に
、「
新
た
な
改
善
は
し
な
い
」、

「
高
齢
化
に
伴
う
自
然
増
以
外
は
抑

制
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

社
会
保
障
審
議
会
は
、
政
府
方

針
を
ほ
ぼ
追
認
し
、
政
府
は
１
月

20
日
頃
開
会
予
定
の
通
常
国
会
に

法
案
を
上
程
す
る
方
向
で
す
。

(1)
後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担

▽
１
割
→
２
割
に
引
き
上
げ

▽
現
在
３
割
負
担
の
「
現
役
並
み

所
得
者
」
の
所
得
捕
捉
を
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
で
行
い
、「
預
貯
金
勘
案
」

を
付
加
す
る
。

　

２
割
負
担
は
、
若
い
頃
と
違
い

医
療
費
が
急
増
す
る
高
齢
者
に
過

大
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
資
産
を
負
担
の
根
拠
に
加

え
る
こ
と
は
問
題
で
す
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
悪
用
は
許
せ
ま
せ
ん
。

(2) 

70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
負
担

▽
上
限
を
若
年
者
並
み
に
引
上
げ

　

若
い
頃
と
違
い
医
療
費
が
急
増

す
る
高
齢
者
に
過
大
な
負
担
を
強

い
る
も
の
で
す
。

(1)
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進

は
必
要
で
す
が
、
介
護
保
険
の
給

付
対
象
を
狭
め
る
方
向
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

(2)
要
介
護
１
・
２
の
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
切
り
離
し

　
（
法
案
化
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ

り
）
介
護
保
険
を
要
介
護
３
以
上

の
み
に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(3)
利
用
者
負
担
割
合

▽
現
行
の
一
割
（
一
部
２
割
負
担
）

→
現
役
並
み
所
得
者
に
３
割
負
担

　

臨
時
的
短
期
的
費
用
の
医
療
と

違
い
介
護
費
は
経
常
的
長
期
的
費

用
な
の
で
、
該
当
者
に
は
過
大
な

負
担
に
な
り
ま
す
。

(4)
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
負
担

▽
上
限
額
を
高
額
療
養
費
の
上
限

額
変
更
に
あ
わ
せ
て
引
上
げ

　

介
護
の
自
己
負
担
額
増
は
当
事

者
の
生
活
を
圧
迫
す
る
悪
法
で
す
。

医
療
保
険
制
度
見
直
し
の
内
容
と
問
題
点

介
護
保
険
制
度
見
直
し
の
内
容
と
問
題
点
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戦
争
法
廃
止
に
向
け
た
「
毎
月
19

日
」
国
会
前
行
動
が
12
月
19
日
に
開
催

さ
れ
、
約
３
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
で
難
民
救
済
活
動
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

軍
隊
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
で
自
分

の
安
全
を
守
っ
て
お
り
、
駆
け
つ
け

警
護
を
望
ん
で
い
な
い
。
今
必
要
な

の
は
駆
け
つ
け
警
護
で
は
な
く
、
難

民
を
救
援
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
平
和

を
取
り
戻
す
こ
と
だ
。
そ
れ
は
日
本

の
平
和
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
平
和

構
築
だ
。」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
戦
争
法
を
廃
止
す
る
ま
で

「
毎
月
19
日
行
動
」
は
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
高
江
オ
ス
プ
レ
イ
・
パ
ッ
ト
、

辺
野
古
新
基
地
の
建
設
反
対
」
と

「
沖
縄
民
意
に
応
え
る
最
高
裁
判

決
」
を
求
め
る
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン

は
、12
月
10
日
の
沖
縄
現
地
、東
京
、

大
阪
等
を
は
じ
め
、
全
国
約
40
か

所
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

日
比
谷
野
音
で
開
か
れ
た
東
京

集
会
に
は
約
４
千
名
が
参
加
。「
沖

縄
復
帰
40
年
、
米
軍
は
今
な
お
占

領
地
の
よ
う
に
傍
若
無
人
に
ふ
る

ま
い
、
安
倍
政
権
は
基
地
の
固
定

化
と
機
能
強
化
で
、
未
来
永
劫
、

県
民
を
基
地
に
縛
り
付
け
よ
う
と

し
て
い
る
。」、「
機
動
隊
員
に
よ
る

『
シ
ナ
人
・
土
人
』
の
差
別
発
言
を
、

安
倍
内
閣
は
『
差
別
発
言
で
は
な

い
』
と
閣
議
決
定
し
た
。
絶
対
に

許
せ
な
い
。」
と
、
沖
縄
現
地
の
怒

り
の
声
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
田
成
蹊
大
教
授
が
ミ
ニ
講
演

を
行
い
、「
福
岡
高
裁
は
、
翁
長
知

事
の
埋
立
て
承
認
取
消
し
の
是
非

を
審
査
す
べ
き
な
の
に
、
国
を
有

利
に
す
る
た
め
、
前
知
事
の
埋
立

て
承
認
を
審
査
し
た
こ
と
と
、
普

天
間
基
地
の
危
険
性
除
去
の
た
め

に
は
辺
野
古
し
か
な
い
と
証
拠
も

根
拠
な
く
断
定
し
た
こ
と
は
誤
り

だ
。」
と
裁
判
の
あ
り
方
そ
の
も
の

の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
、「
辺
野
古
・
高
江
新
基

地
ノ
ー
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、

銀
座
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

安心総合共済
加入の相談は退職者会へ

　全日本自治体退職者会が取
り扱う会員向けの損害保険「安
心総合共済」は、「傷害事故」

「賠償事故」「携行品損害」「預
かり品賠償責任」を対象とす
る損害保険商品の中でも、
①掛金が安い（割引率最高レベル）
②加入にあたり年齢制限なし
③医師の審査不要（がん補償除く）
などメリット一杯です。
　機関紙 12 月号送付の封筒
に「安心総合共済リーフレッ
ト」を入れておきました。旅
行保険・ゴルフ保険の要素も
ありますので、加入を検討し
てみてください。

安倍政権の
暴走を止めよう！
自衛隊は南スーダ
ンから撤退を！

高江オスプレイ・パッド、
辺野古新基地の建設を

許さない！


